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・スタジオ大と連続した動線とし
　一体的にも利用可能
・出入口を 3 つ設け、多様な舞台形式に対応可能

スタジオ小の楽屋大としての利用など
様々な室のバッファーとして機能

S.O.SS.O.S

絵画教室絵画教室

小山児童クラブ小山児童クラブ

小山小学校小山小学校
工場工場

あさひ公園あさひ公園

農家農家

市民講師市民講師

橋本商店街橋本商店街

住宅展示場住宅展示場

みんなの畑みんなの畑 アートラボアートラボ

商業施設商業施設

リニアリニア

近隣マンション近隣マンション

高齢者高齢者

美術大学美術大学

過去作品・映像・フライヤの
展示エントランス

　工場

倉庫

公開
練習
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仕上げ・維持管理計画

補修がかんたん！
ホームセンターで手に入る
安価な流通材でつくる

床仕上げへの特殊な素材
の使用は避け、アートラ
ボ周辺のホームセンター
で入手可能な流通材を多
用することで、誰でも簡
単に補修可能な息の長い
建築を目指します。

中心から建てる「建て逃げ工法」＋
床面積の効率化によって、コスト・
施工性に配慮します
建築内の設備インフラを中央部に集約し、
中央から建てていくことにより足場として
利用するとともに、他工事の乗入時期の
早期化を図り、施工性に配慮します。

また、“使える場所” を増やすことで、
“廊下的な部分” を最小化し、３階を中止す
ると共に２階に吹抜をおおらかに確保しま
す。これにより、コスト工期の削減と、住
宅展示場への採光条件等の向上が可能です。

展示場に光を届ける

ジメジメしない

建設コストの削減

少し小さく建てる

設備幹線・昇降機等 仕上工事 電気照明・音響

→ →

❶ ❷ ❸

コスト＋施工性

◎

◎

◎

アートラボはしもとでは、大学生や近所の子供たち、商店街の店主などさまざまな興味・特技・
目的をもつ人が、アートをきっかけに土地の資源を発見し、みんなで手を動かす中でこの土地
でしか生まれない物語を編み出しています。

既存施設の空間分析から①個性のある場の連続性、②誰でも参加できる場の工作性に着目し、
「場」の連続を生む〈大きな架構〉と〈小さな工作〉を提案します。
「部屋」のように空間に対して 1 つの用途を与えるのではなく、スケールや質の異なる「場」
の連続でアートラボをつくっていくことで、異なる目的をもつ人が出会ったり、居合わせたり、
ミックスする状況が生まれます。このような〈ミックスラボ〉による多様な活動の連鎖が、
出来事の立面としてまちの風景となっていくことを目指します。

まち・ひと・出来事が出会い混ざる〈ミックスラボ〉

大きな架構【ベース】╳小さな工作【クラフト】

スイッチする！ “つくる” “出会う” “集中する” “ダベる” が読替え可能な空間構成
異分野・多世代の協働の拠点となる〈ものづくり〉

1F 基準 PLAN

2F 基準 PLAN

話す＋開く＋つくるが融合した、継続対話型の設計プロセス
対話プロセスを通じた〈ひとづくり〉

１. 相模原の都市構造を作った絹産業

畑周囲に植えられた
「マワリックワ」

市内に 100 以上残る養蚕祈願の
「月待塔」

1908 年生糸を横浜港へ運ぶために横浜線が開通。
台地は桑畑で埋め尽くされている。
1908 年生糸を横浜港へ運ぶために横浜線が開通。
台地は桑畑で埋め尽くされている。

生糸による交通網と平らで地震に強い土地を活かして
【軍事都市】から戦後、【工業都市】として発展。
生糸による交通網と平らで地震に強い土地を活かして
【軍事都市】から戦後、【工業都市】として発展。

氾濫が起きやすい相模原台地では、農家
の副業として養蚕産業が発展しました。
養蚕産業はマワリックワや養蚕信仰を
はじめとした文化の発達や、
交通網の発達を促進し、これらは現在の
相模原の都市構造の根幹を担っています。

橋本駅 1970 年ころの橋本1970 年ころの橋本

明治後期の橋本明治後期の橋本
橋本駅

相模原のまちを掘り起こす、“知る＋ひらく” VI 計画　
相模原の地域資源をいかす〈まちづくり〉

例
｜
泉
大
津
市
図
書
館
改
築
工
事

まちを学生や市民とともに歩きな
がら、相模原の地域を学び、設計
の種を見つける。また、継続的に
PJ に関わる仲間を発見する。
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1/30 などの大きな模型を使って
市民を対象に説明会を行い、イ
メージを具体的に共有しながら広
く意見を集める。
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設
計
分
室
の
開
設

例
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事

商店街の一角に設計分室を開設。
まちなかギャラリーとして、アー
ト作品や模型を展示。市民とダイ
レクトに対話できる拠点をつくる。

C C B AB

基本設計 調整期間設計
工事

積算①積算①
R4(2022)年度R4(2022)年度 R5(2023)年度R5(2023)年度 R6(2024)年度R6(2024)年度

積算②積算②

OPEN !入札
実施設計

解体工事 建設工事（内装） 会館準備確認申請

ﾋｱﾘﾝｸ・゙地域ﾘｻｰﾁ
絹産業から相模原をひもとく

模型WS
基本設計の成果をおひろめ

〈小さな工作〉WS
モックアップを使って使いこなしを議論

廃材ロゴWS
解体工事の廃材を使ったWS

住宅展示場でのﾌﾟﾚﾗﾎﾞ
OPEN前に協働体制を整える

A 分室OPEN
設計分室＋PJ展示室

2. 絹をテーマにした FLAG 型 VI 計画

リサーチをもとに絹でつくる
FLAG型のサイン・施設ロゴを提案し
ます。FLAGサインは活動単位で運用
され、建物を飛び出して活動する際の
アートラボの目印にもなります。

Ｖ
Ｉ
運
用

相模原まち
歩き

相模原まち
歩き

住宅展示場住宅展示場
図書館図書館公園公園

計画
まちの色を採取まちの色を採取

まちの色で絹を染めるまちの色で絹を染める

FLAG をおくと
どこでもアートラボ！
FLAG をおくと
どこでもアートラボ！

運用

FLAG 完成！

相模原の都市構造をつくってきた絹を
テーマに、相模原の地形、文化、産業
のリサーチWSを行い、みんなでまち
を知るとともに、カラースキームの
抽出をはじめ具体的な VI 計画を一緒に
検討します。

Ｖ
Ｉ
計
画

0 1 9
プロポーザル番号

利用者が目的に応じて【クラフト】で動線
や境界を調整することで、多様な活動の特
性ごとに最適な環境・関係性を発見・構築
することができます。

構造壁、キャットウォーク、設備、吊バトンなど、
多様な読み替えを生む下地となるタフな
〈大きな架構【ベース】〉と、それに絡みつく
〈小さな工作【クラフト】〉によって、使い手の
自由な発想でさまざまな場所の構築が可能です。

風除室
受付

リサイクルラボ

ﾄｲﾚ2
ﾛｯｶｰ

ﾄｲﾚ1

EV倉庫 EVﾄｲﾚ4

ﾄｲﾚ3

授乳室 事務室

倉庫

倉庫 1

ギャラリー

キッチン

キッチン ( 給湯兼 )

スタディ

印刷・製本機工具

スタジオミックス

作業室

スタジオ大
展示場ギャラリー

展示場ギャラリー

公園

スタジオ小
会議室

セミフロア ( キャトウォーク / 設備 / 倉庫 )

スタッフルーム

倉庫 2

控室
音響照明室

2F へ

工作ラボ
倉庫

倉庫

キャットウォークキャットウォーク

展示場

1. 階段ギャラリー 2. スタジオ大

8. スタッフルーム

見渡せ
る！

7. 会議室6. スタジオ小

1F｜ためす・ひらく｜動の場 2F｜みはらす・たくらむ｜静の場

1.5 F｜セミフロア ( 設備・倉庫 )

公園や住宅展示場・街路と連続的な、
まちにひらかれた動的な場所です。
いろんな「つくる」「ためす」「紹介する」の場
が、スタジオ・作業室・展示場・公園などを
縫うように連なって、活動のランドスケープを
つくっていきます。

会議室やスタジオ小、事務室などがある、
1 階の賑やかさから独立した静的な場所です。
事務室のコピー機や給湯をロビーにミックスする
ことで、アートラボ全体を吹き抜け空間から見渡
しながらのお茶会作成会議や製本作業など、集中
する「つくる」をサポートするフロアです。

特別出演

裏動線

アーカイブ

特別出演！

【 クラフト】による動線と境界の操作で
1 0 0 変 化する環境をつくる

これまでのアートラボの実践を引継ぎながらよりまち全体に展開していく手法として、
〈A: ひとづくり〉〈B: まちづくり〉〈C: ものづくり〉を軸にした 3 つのフレームを提案します。

まちまるごと！ミックスラボを実現する 3 つのフレーム

〈さがみはらアートフィールド〉のなかに活動の交差点をつくる

アートウォールを活用したぐるり回遊展示

スタジオ大 - 作業室は連続的に
使うこともできる

いろんな高さ・向きから視線が交差する

来館者がわかる

構造壁

工作壁

移動テント・車

間仕切りパネルゲート

カーテン・ファブリック

照明

タフな床壁

吊バトン

吊バトン

2重床 (設備 )

設備シャフト

キャットウォーク
倉庫・設備フロア

作業室

倉庫
事務室

会議室

スタジオ大

スタジオ小

ロビー ( スタジオミックス )

ロビー ( スタジオミックス )

1FスタジオMAX タイプ
回遊性のあるギャラリー利用

1F作業室MAX タイプ
汚しながらつくるWS 等に対応

1F小さく分割タイプ
学校 2 クラスのWS に対応

A組工作WS展示

展示
イベント

楽屋

B組

発表

1F入れ子タイプ 1
1F 全体を使って展示計画

1F入れ子タイプ 2
周りはぐるり回遊ロビー利用

1Fまちかどタイプ
ｷｯﾁﾝｶｰを招いて外部と一体利用

ｷｯﾁﾝｶｰ

2Fロビー一体利用タイプ
会議室未利用時にはｵｰﾌﾟﾝ利用

2F大きなイベント対応タイプ
会議室の楽屋利用

2F市民貸出タイプ
壁量多＋天高低→市民ﾆｰｽﾞ対応

SW

ICH
!

SW

ICH
!

SWICH例

SWICH例

▼
これまでのアートラボの〈みんなで考え、みんなで手を動かす〉実践を引き継ぎ、まちなか設
計分室の開設、模型等を用いたプロジェクトワークショップを行うなど、開所後にも場を発展
的に捉え使い倒していくプレイヤーを育てるような、対話を重視した設計プロセスとします。

みんなの「つくる」をきっかけに、
まち・ひと・出来事が豊かに混ざりあってゆく、100 変化するアートラボ

ミックスラボ

キッチンラボ

おひろめラボ

ギャラリー大

作業室

階段ギャラリー
展示場ギャラリー

まちかど工作室

公園映画祭

搬入

リサイクルラボ

ギャラリー小 会議室
製本ラボ

スタッフルーム

ちらしアーカイブ 作品アーカイブ

映像アーカイブ

工作ラボ

工具壁

端材をリサイクルする
ストックヤード＋搬入＋風除室

過去作品のアーカイブが楽しめる
エントランス体験

工具＋キッチン＋印刷機などをシェアする
「いろんなつくる」をサポートするラボ

床下に電源＋水道のみちを引き、
どこからでも取り出せるように

まちまるごとアートラボ
フラッグ VI ワークショップ

地下ピットからの
中水利用で公園の水やり

吹き抜けにバトン
日傘＋映画上映のスクリーンに

ミックスラボを見渡しながら
作戦会議！

セミフロア ( キャットウォーク・設備・倉庫 )

工作の下地としても働く
タフな構造計画
積載荷重に余裕のあるバトン（スラブ）、
予備インサートや予備スリーブを多めに設
定することで、将来的な設備増設を容易に
するとともに、床はアンカー打ちや清掃の
しやすい仕様とし、使いやすく余裕を持た
せた構造計画とします。

構造・設備
まちをひきこむ

であう

場をつくる

お散歩する

みんなにお披露目する

ゆったり過ごす

みんなでつくる

ひっそりつくる

過去作品に出会う

ストックをためる〈ミックスラボ〉とは・・・？
ちょっとした出会いに始まり、活動が連鎖し、いろんな出来事が混ざっていく状況を指します。

対話から考える〈顔のみえる設計プロセス〉

移動テント･車

間仕切り

施錠位置（例）

工作壁
ｶｰﾃﾝ・ﾌｧﾌﾞﾘｯｸ

ﾊﾟﾈﾙｹﾞｰﾄ

1F

2F

ｾﾐﾌﾛｱ

3. 作業室

セミフロアによる将来の更新性〈機能面〉

“あとあとなんでもできる” を実現するセミフロア

階に算入されないフロアです。天井、キャット
ウォーク、設備階を兼ねたセミフロアを設ける
ことで、２方向の避難動線を確保します。
それにより既存施設のアトリウムでの活動を
発展的に解釈した多様な動線・展示計画を可能
にします。また、歩いて行けるキャットウォー
クをセミフロア経由でスタジオ大・作業室に計
画することで、照明・電気音響計画の更新時の
安全性の高い足場としての機能を提供します。

2 重床：配線配管＆吸音材

2F

ｾﾐﾌﾛｱ

1F

シャフト

床下ｲﾝﾌﾗﾗｲﾝ：配線配管取出しOK

4. ギャラリー 5. アーカイブラボ

1/6勾
配

場の連続でつくる出来事の立面風景
断面構成の意図〈空間面〉

2F しっとり集中フロア
■スタジオ小には浮遮音構造の導入を検討
■建築法規上 2階の整理→竪穴区画不要

セミフロア
上下階の活動をサポート

1Fにぎやか活動フロア

静

動

設備用のセミフロアを間に挟んで、1 階をがらんどう、
２階を事務系諸室とすることで、明快な管理動線計画を
実現し、運営上の案内・セキュリティに配慮します。
また、必要な天井高さを十分に確保しつつ、
見る－見られるの関係性を断面的に複層化することによ
り、祝祭性のある都市的な特徴をもった場の連続を生み
ます。この場の連続に対して機能を多中心的に与えるこ
とで、使い手が活動の特性ごとに最適な環境、関係性を
建物の中に場所として発見・構築することができます。

ライフサイクルの長い熱源や電源等の
設備インフラの取り出し口を平面的に
分散配置しフレキシブルに空調や照明
等を追加可能な設備計画とします。
また、ピット内の灌水インフラを地域
利用し、住宅展示場含め全体の水道利
用量を削減し、次世代型の事業として
持続可能性の高い管理・運営環境の実
現に貢献します。

太陽光発電パネル

LED照明の
フレキシブル制御
LED照明の
フレキシブル制御

採光型パネル
による昼光利用

多様なイベントに備えた
設備インフラの分散化

超高効率空調機の個別設置雨水灌水インフラの地域利用

地域参加型の環境計画
設備・環境・地域計画

排煙・重力換気用
ハイサイドライト
排煙・重力換気用
ハイサイドライト

フル高さで建てた場合フル高さで建てた場合 本提案本提案

キャットウォーク・設備階・倉庫の 3 つ
の用途を持つセミフロアです。1 階での
イベント時には、照明や音響の調整など
のコックピットとしても働きます。

まちの資源・魅力を再発見する

妄想の実現を皆で考える

異なる目的の人が出会う

さんぽ てんじ

おしゃ
べり

まちを皆で楽しみ、つくっていく実感をもつ

資源を別の価値に変え楽しむ

作品を通して人・まちを知る

A さん

B さん

●大学

商店街




